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独立 
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大分県中津城跡に建つ、

福沢諭吉・独立自尊牌 

参考書籍「学問のすゝめ」 
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コラム  

編集後記 この1年を振り返って 

『ご挨拶』 

速いモノでGROW開所４年目を迎えることができ

ました。これも偏にご利用者並びにご家族様、地域

の関係事業者の方々の、ご愛顧の賜物と厚く御礼

申し上げます。 

 

昨今の時勢益々厳しく、弊社が標榜する「NORMA

L LIFE （普通の暮らし）」が難しくなってきているも

のと日々痛切に感じる所でございます。 

「自活（自分で行う活動の全て）」こそが出発点

であり、自活なくして「自立」はあり得ません。 

タイトルにあるように「独立自尊の精神」を一人

ひとりが意識し・知り、行動に移すことで、この難局

を乗り越えられるモノと信じております。 

今後も努力精進していきますので、地域の皆様に

おかれましては、これからも倍旧のご指導ご鞭撻を

承りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 ○ 発達障害に関する機関 

障がいに関する機関には、発達障害者支援センター、精神科

や心療内科、教育委員会、特別支援学校などありますが、皆さん

にとって馴染は、地域の計画相談支援事業所や特別支援学校、

児童発達支援（就学前）といったところでしょうか。まぁ分からな

ければ、とりあえず勇気をだして市区役所（自治体）の障害福祉

課に行ってみて下さい。繋いでくれます。 

子ども達も学校に遊びに、よく頑

張り成長してくれました。 

激動の20 25年、弊社は業界を余

所目に独自の理論と正攻法で生

え抜きます     溝部 

 

向日市・向日神社 

 

☆ メリークリスマス ☆ 
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春の亀岡運動公園（ 亀岡市 ）、京エコロジーセンター（伏見区 ）に遠

足・見学に行きました。桜が綺麗で、公園遊具をめいっぱい堪能し、エコ

ロジーセンターは少し早かったかなと思いながらも迷路や不思議な体

験がたくさんできました。 

 

GROW 2025、節目の年 

福祉の原点は “心“ 

 

今
年
は
指
向
を
変
え
て
皆
で
キ
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ン
プ
体
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。
詳
細
は
、GR
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を
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覧
下
さ
い
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秋晴れの良い一日、保護者参観を行いました。

お芋掘りをした後は、みんなでスウィートポテト

作り。保護者様にも参加してもらい、普段なか

なか見ることができないデイでの子ども達の様

子を見ながら楽しんで頂けたものと思います。 

案の定、令和6年度は福祉業界全体にとって大きな転換

点となりました。その歪といったものが介護事業者の倒産

加速といった形で噴出しており、もはや小手先の延命措

置ではどうにもならず、もはや経済状況、福祉施策その他

労働施策諸々を鑑みても、この国は福祉を活かすつもり

が本気で“ある”のか、施策が逆行しているのでは？と穿

った見方をしてしまうのもおかしくない状態です 

 

今年も皆の期待に押し切られてクリスマス会を

しましたよ。子ども達が羽目を外し過ぎて、代

表から怒られるアクシデントも・・・ 

でも、それも子どもなんですね。 
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チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
ペ
ン
で
彩
を
行
い
、
皆
で
美
味
し
く

頂
き
ま
し
た
。
さ
て
皆
は
好
き
な
子
い

る
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

 

七
夕
祭
り 

 

  

京都市動物園、皆さん一度は行ったこと

あるのではないでしょうか？ 

そうなんです何回行ってもいいのです。

何回も行きましょう！ 

 
   

   

 

 

  

 

クリスマスプレゼント

を賭けたビンゴ大会

では、真剣にナンバー

と睨めっこしていまし

たよ（子ども達は知り

ませんがもちろん公

平です） 

  

 

 

 

 

時流やトレンドではない。合理的だと思えることが如何に

不合理なことなのか。“モノ”の理（ことわり）がいかに大切

なことなのか。深く考えなければいけない時に差し掛かっ

ているのではないでしょうか？ 

 

 

  

七
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と
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し
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七
夕
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な
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、
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ま
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仲良し二人組なのです 

 


